
教　　　科： 　　科目：スポーツⅡ  　　単位数： 単位２

対象学年組： 第 ３学年　A組～G組　選択者　

指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

４

月

2

東京都立石神井高等学校　令和5年度　教科（保健体育 ）科目（ スポーツ ）　年間授業計画

使用教科書：（　現代高校保健体育　）    

使用教材  ：（     ）

教科担当者：(脇山・大比良）

オリエンテーション

２名１組で編成した指導役が毎時、指導案を作

成し、種目の指導に当たる。

指導案の修正や、教え方・伝え方等を事前に話し

合い、効果的な指導法を学ぶ。

バスケットボール

ソフトボール

サッカー

ラグビー

硬式テニス

ハンドボール

陸上競技

アルティメット 等

生徒の考える教え方・伝え方をベースに、指導法の工夫を改善する。

競技の特性を理解し、練習やゲームに主体的に取り組み、互いに協力し合う。

フェアなプレーを大切にし、自チームや相手チームの特徴に応じた戦術や作戦を考えて実行

する。

部活動で行っている練習内容をただこなすだけでなく、運動が苦手な生徒に対する配慮や

グループ編成の工夫、時間設定や用具の使い方等をグループで協議し、実践する。さらに

振り返りを行い、次回の改善に繋げる。教員は生徒の主体的判断や指導法の幅や選択

肢を与え、自ら考え実践する力を育てる。

授業への取り組み姿勢や練習・

試合の成果を総合的に評価す

る。

また、指導役の事前準備や工

夫、振り返りも評価する。



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

５

月

22名１組で編成した指導役が毎時、指導案を作

成し、種目の指導に当たる。

指導案の修正や、教え方・伝え方等を事前に話し

合い、効果的な指導法を学ぶ。

バスケットボール

ソフトボール

サッカー

ラグビー

硬式テニス

ハンドボール

陸上競技

アルティメット　等

生徒の考える教え方・伝え方をベースに、指導法の工夫を改善する。

競技の特性を理解し、練習やゲームに主体的に取り組み、互いに協力し合う。

フェアなプレーを大切にし、自チームや相手チームの特徴に応じた戦術や作戦を考えて実行

する。

部活動で行っている練習内容をただこなすだけでなく、運動が苦手な生徒に対する配慮や

グループ編成の工夫、時間設定や用具の使い方等をグループで協議し、実践する。さらに

振り返りを行い、次回の改善に繋げる。教員は生徒の主体的判断や指導法の幅や選択

肢を与え、自ら考え実践する力を育てる。

授業への取り組み姿勢や練習・

試合の成果を総合的に評価す

る。

また、指導役の事前準備や工

夫、振り返りも評価する。



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

６

月

82名１組で編成した指導役が毎時、指導案を作

成し、種目の指導に当たる。

指導案の修正や、教え方・伝え方等を事前に話し

合い、効果的な指導法を学ぶ。

バスケットボール

ソフトボール

サッカー

ラグビー

硬式テニス

ハンドボール

陸上競技

アルティメット　等

生徒の考える教え方・伝え方をベースに、指導法の工夫を改善する。

競技の特性を理解し、練習やゲームに主体的に取り組み、互いに協力し合う。

フェアなプレーを大切にし、自チームや相手チームの特徴に応じた戦術や作戦を考えて実行

する。

部活動で行っている練習内容をただこなすだけでなく、運動が苦手な生徒に対する配慮や

グループ編成の工夫、時間設定や用具の使い方等をグループで協議し、実践する。さらに

振り返りを行い、次回の改善に繋げる。教員は生徒の主体的判断や指導法の幅や選択

肢を与え、自ら考え実践する力を育てる。

授業への取り組み姿勢や練習・

試合の成果を総合的に評価す

る。

また、指導役の事前準備や工

夫、振り返りも評価する。



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

７

月

22名１組で編成した指導役が毎時、指導案を作

成し、種目の指導に当たる。

指導案の修正や、教え方・伝え方等を事前に話し

合い、効果的な指導法を学ぶ。

バスケットボール

ソフトボール

サッカー

ラグビー

硬式テニス

ハンドボール

陸上競技

アルティメット　等

生徒の考える教え方・伝え方をベースに、指導法の工夫を改善する。

競技の特性を理解し、練習やゲームに主体的に取り組み、互いに協力し合う。

フェアなプレーを大切にし、自チームや相手チームの特徴に応じた戦術や作戦を考えて実行

する。

部活動で行っている練習内容をただこなすだけでなく、運動が苦手な生徒に対する配慮や

グループ編成の工夫、時間設定や用具の使い方等をグループで協議し、実践する。さらに

振り返りを行い、次回の改善に繋げる。教員は生徒の主体的判断や指導法の幅や選択

肢を与え、自ら考え実践する力を育てる。

授業への取り組み姿勢や練習・

試合の成果を総合的に評価す

る。

また、指導役の事前準備や工

夫、振り返りも評価する。



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

８

月



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

９

月

62名１組で編成した指導役が毎時、指導案を作

成し、種目の指導に当たる。

指導案の修正や、教え方・伝え方等を事前に話し

合い、効果的な指導法を学ぶ。

バスケットボール

ソフトボール

サッカー

ラグビー

硬式テニス

ハンドボール

陸上競技

アルティメット　等

生徒の考える教え方・伝え方をベースに、指導法の工夫を改善する。

競技の特性を理解し、練習やゲームに主体的に取り組み、互いに協力し合う。

フェアなプレーを大切にし、自チームや相手チームの特徴に応じた戦術や作戦を考えて実行

する。

部活動で行っている練習内容をただこなすだけでなく、運動が苦手な生徒に対する配慮や

グループ編成の工夫、時間設定や用具の使い方等をグループで協議し、実践する。さらに

振り返りを行い、次回の改善に繋げる。教員は生徒の主体的判断や指導法の幅や選択

肢を与え、自ら考え実践する力を育てる。

授業への取り組み姿勢や練習・

試合の成果を総合的に評価す

る。

また、指導役の事前準備や工

夫、振り返りも評価する。



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

8

月

2名１組で編成した指導役が毎時、指導案を作

成し、種目の指導に当たる。

指導案の修正や、教え方・伝え方等を事前に話し

合い、効果的な指導法を学ぶ。

バスケットボール

ソフトボール

サッカー

ラグビー

硬式テニス

ハンドボール

陸上競技

アルティメット　等

生徒の考える教え方・伝え方をベースに、指導法の工夫を改善する。

競技の特性を理解し、練習やゲームに主体的に取り組み、互いに協力し合う。

フェアなプレーを大切にし、自チームや相手チームの特徴に応じた戦術や作戦を考えて実行

する。

部活動で行っている練習内容をただこなすだけでなく、運動が苦手な生徒に対する配慮や

グループ編成の工夫、時間設定や用具の使い方等をグループで協議し、実践する。さらに

振り返りを行い、次回の改善に繋げる。教員は生徒の主体的判断や指導法の幅や選択

肢を与え、自ら考え実践する力を育てる。

授業への取り組み姿勢や練習・

試合の成果を総合的に評価す

る。

また、指導役の事前準備や工

夫、振り返りも評価する。

1010



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

月

8

2名１組で編成した指導役が毎時、指導案を作

成し、種目の指導に当たる。

指導案の修正や、教え方・伝え方等を事前に話し

合い、効果的な指導法を学ぶ。

バスケットボール

ソフトボール

サッカー

ラグビー

硬式テニス

ハンドボール

陸上競技

アルティメット　等

生徒の考える教え方・伝え方をベースに、指導法の工夫を改善する。

競技の特性を理解し、練習やゲームに主体的に取り組み、互いに協力し合う。

フェアなプレーを大切にし、自チームや相手チームの特徴に応じた戦術や作戦を考えて実行

する。

部活動で行っている練習内容をただこなすだけでなく、運動が苦手な生徒に対する配慮や

グループ編成の工夫、時間設定や用具の使い方等をグループで協議し、実践する。さらに

振り返りを行い、次回の改善に繋げる。教員は生徒の主体的判断や指導法の幅や選択

肢を与え、自ら考え実践する力を育てる。

授業への取り組み姿勢や練習・

試合の成果を総合的に評価す

る。

また、指導役の事前準備や工

夫、振り返りも評価する。

1111



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

月

2

2名１組で編成した指導役が毎時、指導案を作

成し、種目の指導に当たる。

指導案の修正や、教え方・伝え方等を事前に話し

合い、効果的な指導法を学ぶ。

バスケットボール

ソフトボール

サッカー

ラグビー

硬式テニス

ハンドボール

陸上競技

アルティメット　等

生徒の考える教え方・伝え方をベースに、指導法の工夫を改善する。

競技の特性を理解し、練習やゲームに主体的に取り組み、互いに協力し合う。

フェアなプレーを大切にし、自チームや相手チームの特徴に応じた戦術や作戦を考えて実行

する。

部活動で行っている練習内容をただこなすだけでなく、運動が苦手な生徒に対する配慮や

グループ編成の工夫、時間設定や用具の使い方等をグループで協議し、実践する。さらに

振り返りを行い、次回の改善に繋げる。教員は生徒の主体的判断や指導法の幅や選択

肢を与え、自ら考え実践する力を育てる。

授業への取り組み姿勢や練習・

試合の成果を総合的に評価す

る。

また、指導役の事前準備や工

夫、振り返りも評価する。

12



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

１

月

1

2名１組で編成した指導役が毎時、指導案を作

成し、種目の指導に当たる。

指導案の修正や、教え方・伝え方等を事前に話し

合い、効果的な指導法を学ぶ。

バスケットボール

ソフトボール

サッカー

ラグビー

硬式テニス

ハンドボール

陸上競技

アルティメット　等

生徒の考える教え方・伝え方をベースに、指導法の工夫を改善する。

競技の特性を理解し、練習やゲームに主体的に取り組み、互いに協力し合う。

フェアなプレーを大切にし、自チームや相手チームの特徴に応じた戦術や作戦を考えて実行

する。

部活動で行っている練習内容をただこなすだけでなく、運動が苦手な生徒に対する配慮や

グループ編成の工夫、時間設定や用具の使い方等をグループで協議し、実践する。さらに

振り返りを行い、次回の改善に繋げる。教員は生徒の主体的判断や指導法の幅や選択

肢を与え、自ら考え実践する力を育てる。

授業への取り組み姿勢や練習・

試合の成果を総合的に評価す

る。

また、指導役の事前準備や工

夫、振り返りも評価する。



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

２

月



指導内容 科目スポーツⅡの具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当

時数

３

月


